
書式第 12号 (法第28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度 事 業 報 告

NPO法人アクト練馬たすけあいワーカーズエプロン

1 事業の成果    (()内 番号は定款第 5条と同じ)
(1)家事および介助・介護等自立援助に係る事業、保育に係る事業

<ACT提携自立援助サービス・独自サービス>

実績時間数 963.6時間 (計画対比 80.3% 前年対比 79.6%)

2020年度は多数回利用者の死亡・入所があったこと、昨年に引き続き新型コロナウイルスの影響で

利用を控えていらっしゃる方がいること、新規の利用者がそれ程増えなかったこともあり、減少し

た。恐らくこの傾向は 2021年度も続くと考えられる。

<練馬区委託ひとり親支援、育児支援、子育てスター ト応援券>

実績時間数 136.0時間 (計画対比 113.3% 前年対比 97.9%)

月 10時間という計画を立てた。毎月数時間のケアに留まっていたが、依頼が集中して増える月もあ

ったので結果として計画を達成することができた。全体の傾向としてはやはり依頼は少ない。

(2)介護保険法に基づく訪問介護事業、介護予防・ 日常生活支援総合事業、

地域密着型サービス事業、居宅介護支援事業

<訪問介護事業、介護予防日常生活支援総合事業>

実績時間数  介護保険 4209.0時間、総合事業 1213.1時間  合計 5422.1時間
(計画対比 77.6% 前年対比 85。9%)

介護保険は昨年同様、利用回数の多い利用者が終了となり新規を思うように受けられなかったた

めに計画を達成できなかった。総合事業も入院等で終了したり、介護保険へ移行したりと時間数は

増えなかった。

<地域密着型サービス事業>

営業日数 308日  1登録日数 37名  1日 平均利用 10。9人 延べ利用者数 3364人 稼働率 84.0%

年度の前半は新型コロナウイルス感染予防対策として、緊急事態宣言中利用者数を減らして営業

したこと、利用回数の多い方が死亡・入所したことで 1日平均利用者数が計画を下回った。後半

は新規も増えたが、全体として計画を達成できなかった。

<居宅介護支援事業>

利用者数 介護保険 延べ 1182件  要支援 延べ 361件  認定調査 144件
(計画対比 介護保険 129。2%  要支援 90.0%)
2020年度新規契約総数は68件、終了は 31件だった。年度途中に常勤として入職したケアマネが

いたため、利用者が増えた。特定事業所加算Ⅱを継続して取得しているため、収入も安定してい

る。



(3)障害者自立支援法に基づく障害福祉サービス事業、特定相談支援事業、地域生活支援事業にお

ける移動支援事業

<障害福祉サービス事業>

実績時間数  2561。 2時間  (計画対比 82.1% 前年対比 79.3%)

新型コロナウイルスの影響により家族対応が増え、4、 5月 は時間数を大きく減らした。その後回

復はしてきたが計画を達成することは出来なかった。

<特定相談支援事業>

今年度は行っていません。

<地域生活支援事業における移動支援事業>

実績時間数  1345。 3時間 (計画対比 65。9% 前年対比 61.2%)
新型コロナウイルスの影響により、利用控え、外出先の休止等で大幅に時間数が減少した。この状

態が続く限り、時間数は低迷すると思われる。

(1)～ (3)の事業共通

「地域密着型サービス事業」「居宅介護支援事業」以外の訪問介護事業はコロナ禍による影響を最

も受けている。それに加え人材不足から新規依頼を受けられない状況がここ数年続き収入も減少

傾向に歯止めがかからない。

(4)通所サービスに係る事業

<練馬区委託事業 いきがいデイサービス「雀・健 0ポン」>

年間 41回開催 平均出席率 80% 3月 末在籍者 20名

毎週水曜日、東大泉地区区民館にて健康麻雀をメインに行った。

新型コロナウイルス感染拡大防止により4月 から6月 半ばまで中止、10月 までは会食無、11月 から

は定員を半分にして会食再開、1月 からは定員半分のまま会食なしで開催した。

<練馬区委託事業 いきがいデイサービス「すみれ」>

年間 39回開催  3月 末在籍者 5名

毎週木曜日、石神井敬老館にてフラワーアレンジメント、カレンダー作り等のプログラムと体操を行

った。「雀・健・ポン」同様、中止や会食なし、グループを 2分割する等で行った。1月 からは人数

が減ったためグループを 1つに戻した。

<練馬区委託事業 いきがいデイサービス「サクラの会」>

年間 41回開催 平均出席率 87% 3月 末在籍者 10名
毎週水曜日、南田中敬老館にてフラワーアレンジメント、アロマポット作り等のプログラムと体操

を行った。ここも「雀・健・ポン」同様、中止や会食なし、グループを 2分割する等で行った。

<練馬区補助事業 食のほっとサロン「たまり場ピンポン」>

年間 18回開催  3月 末在籍者 6名

第 1、 3火曜日にエプロン関町にて絵手紙等のプログラムや防犯等の講座を行った。やはり新型コロ

ナウィルスの影響で 6月 までは中止、7月 は会食なし、8月 から1月 1回 目まで会食あり、それ以降



はまた会食なしで開催した。

(5)非常時の経済支援に係る事業

<NPOACT提携非常時経済支援事業>

少額短期保険募集人が月 1回 ACTの共済会議に出席し、共済の理念や意義、保障の利点等をメンバ

ーに伝えた。理事向けの学習会を開催した。

(6)地域福祉に関する市民の啓発と人材養成を図る事業

<相談情報ひろば事業 ちょっと・ホッと>
エプロン事務所 1階のスペースで月曜～金曜、月 1回日曜開催で年間 233日 開催した。

新型コロナウィルスの影響で 4/7～5/29ま で休業、6月 は午後のみ、7月 から通常開催した。麻雀や

絵手紙等のプログラムは密を避ける為定員 4名 とし、喫茶ちょっと・ホッとでの軽食は中止し午後

の開催とした。

<地域交流事業>

2020年度は新型コロナウィルスの影響で、イベントは開催できなかった。

その代わりに会員からの提案で、ゴミ袋を使っての防護服作成、絵手紙年賀状を作成し利用者・寄付

者へ送付、地域の清掃活動を行った。

(7)寄付された物品等のリユース、リサイクルを促進する事業

<リ サイクル事業>
エプロン関町にて月曜～金曜開催した。新型コロナウィルスの影響で″13～ 6ノ12まで休業、6ノ 15～

8ノ31ま で 11時～16時開店、9月 以降は 10時 30分～16時 30分開店とした。

サークル活動や月 2回の食事提供は 8月 から再開したが、「街かどケアカフェ」としての活動は中止

した。

(8)その他、本会の目的を達成するために必要な事業

現在活動していない。



2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用【 106,523 】千円)

定款に記載
された事業名 事業内容 日時 場所

従事者
人数
受益対象者
範囲

支盃
対象者
人数

事業費
(千円)

(1)家事および

介助・介護等自

立援助に係る

事業、保育に係

る事業

(ACT提携 自立援助サ
ービス事業)

高齢者、障害者、病者、

産前産後の女性などヘ

の家事援助、介護、保育

などへの自立援助活動

(独 自サービス)

(練馬区委託事業)

産前 。産後の家事援助

ひとり親家庭での保育

月～金

8:00～ 18:00

(必要に応 じ

土日祭 日、夜

間、早朝)

同上

月～金

8:00～ 17:00

7:00～ 19:00

利用者宅

(外 出 付

き添いを

除く)

同上

同上

34人

20人

11人

一般市民で

会の趣旨に

賛同したも

の

公的サービ

ス利用者

練馬区在住

支援が必要

な方

のベ

205人

のベ

75人

のベ

34人

4398

(独 自 サ

一ヽ ビ ス

含 )

473

(2)介護保険法

に基づ く訪問

介護事業、介護

予防・日常生活

支援総合事業、

地域密着型サ

ービス事業、居

宅介護支援事

業

訪問介護サービス、総

合事業訪問型サービス

提供

地域密着型通所サービ

ス提供

居宅介護支援サービス

提供

8:00ハV18:00

(必要に応じ

て夜間 。早

朝)

月～土

9:00～ 17:00

月～金

9:00～ 18:00

(必要に応 じ

夜間・早朝)

被保険者

宅

(外出付

き添いを

除く)

エプロン

デイルー

ム

被保険者

宅、支援

事業所他

49人

34人

7人

介護保険要

介護認定者

要支援認 定

者

介護保険要

支援 要介

護認定者

介護保険要

介護 0要支

援認定者

のベ

535人

のベ

292人

のベ

3,364人

のベ

1,547人

19,927

(総合事

業含む)

39,190

20,032

(3)障害者総合

支援法に基づ

く障害福祉サ

ービス事業、特

定相談支援事

業、地域生活支

援事業におけ

る移動支援事

業

障害福祉サービス(居宅

介護・重度訪問介護 。

同行援護)提供

特定相談支援サービス

提供

移動支援サービス提供

8:00～ 18:00

(必要に応 じ

夜間、早朝)

行なってい

ない

8:00～ 18:00

(必要に応 じ

て夜 間 、早

朝)

障害福祉

サービス

利用者宅

(外出付

き添いを

除く)

外出付き

添い

37人

31人

障害福祉サ

ービス受給

者

地域生活支

援サー ビス

受給者

のベ

384人

のベ

172人

9,207

4,663



定款に記載
された事業名

事業内容 日時 場所
従事者

人数

受益対象者

範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千円)

(の通所サービ

スに係る事業

(練馬区委託事業 いき
がいデイサービス)

虚弱またはひきこもり

がちな高齢者で介護保

険に基づく要介護認定

を受けていない方へ、

生きがい、趣味活動、

食事の提供

(練馬区委託事業 食の
ほっとサロン)

地域に暮らす高齢者を

対象に、健康を保つた

めの活動、美味しく楽

しい会食を提供

毎週水曜 日

9:00～ 12:00

9:30～ 12:00

毎週木曜 日

9:30～ 12:00

月 2回第
1、 3

火曜 日

11:30 ～

15:00

東大泉地

区区民館

南田中敬

老館

石神井敬

老館

エプロン

関町

9人

8人

8人

5人

特定高齢

者、虚弱ま

たは引きこ

もりがちな

高齢者

一般市民で

会の趣旨に

賛同したも

の

のベ

484人

のベ

160人

のベ

123人

のベ

94人

1,014

738

693

502

(5)非常時の経

済支援に係る

事業

(ACT提携)
アビリティ共済の情報

提供

通年 エプロン

事務所

1人 ACT会員お
よび一般市

民

35

⑥地域福祉に

関する市民の

啓発と人材養

成を図る事業

(練馬区相談情報ひろ

ば事業 ちょっと・ホ
ッと)

地域の身近な相談窓口

として情報を提供。曜

日ごとに趣味のプログ

ラムを実施。

地域の人々との交流を

深める活動

新型コロナウイルス感

染予防防護服作成

利用者 。地域の方への

絵手紙年賀状送付

月～金

10:30 ～

16:30

月 1日 曜

13:00 ～

16:00

5月・ 6月

12月

エプロン

事務所 1

階

エプロン

事務所・

従事者宅

等

同上

13人 一般市民

施設従事者

等

エプ ロン利

用者・地域の

方

のベ

1,561

人

2,609

384



定款に記載

された事業名
事業内容 日時 場所

従事者

人数

受益対象者

範囲

受益
対象者

人数

事業費

(千円)

(7)寄付された

物品等のリユ

ース、リサイ

クルを促進す

る事業

(7)寄付された物品等の

リユース、リサイクル

を促進する事業

月～金

10:30 ～

16:30

エプロン

関町

14人 一般市民 のベ

2,695

人

2,658

(8)その他、本

会の目的を達

成するために

必要な事業

行なっていない

(2)その他の事業 な し



書式第 13号 (法第 28条関係 )
事 業 報 告 用

NPO法 人アク ト線局たすけあいワーカーズエプロン
令和2年度 活動計算書 (その他事業が上_墜場合)

正会員受取会費
賛助会員受取会費

受取寄附金 754,

東京都新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業介護分
東京都新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業障害分
線馬区介護等従事者特別給付金

繰馬区新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス事業者等
感染予防物資確保経費補助事業

相談情報ひろば事業補助金

練馬区非営利地域福祉活動補助金

介護等自立援助に係る事業、保育に係る事業収益
|く 訪問介護事業、介護予防・ 日常生活支援総合事業、

地域密着型サービス事業、居宅介護支援事業収益

障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業、特定相談支援事業、

地域福祉に関する市民の啓発と人材養成を図る事業収益

地域生活支援事業における移動支援事業収益

通所サービスに係る事業収益

非常時の経済支援に係る事業収益

88,627,341

18,647,582

49,301

受取利息

賞与

法定福利費

71,359,317

5,227,881

コミ活謝金

謝金

印刷費
会議費
旅費交通費
車輌費

費伝
　

費

宣
費

品

告
信

耗

広

通
消

賃
料

金
一
ス

代

一

地

リ

減価償却費
料
費
険
会
保

諾

租税公課

教育研修費
支払手数料

渉外費

修繕費
機器保守管理費

水道光熱費

2,

1,456,

353,

7,805,

618,

205,

292,

740,

2,671,124

費

当

　
利

手
　

福

科
与

定

給
賞

法

“

”

９３

２１

リース料

費理管

費

　
守

品
費

保

耗

繕

器

消
修

機

水道光熱費
地代家賃

減価償却費
保険料

議会費
租税公課

教育研修費

旅費交通費
広告宣伝費
通信費

支払手数料
寄付金

153,787

323,578

4,940

805,122

過年度損益修正益



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 2年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

‖関法人アクト練馬たすけあいワーカーズエプロン

目 金  額 小計・合計

14,842,

19,100,

3,

76,

233,

34,257,①

1 流動資産

(1)有形固定資産

建物付属設備 708,

1,061,

(2)無形固定資産

電話加入権

150,

2,650,

493,

(3)投資その他の資産
出資金

保証金

長期前払費用

A の

2 固定資産

5,208,

【A】 責 産 合 計 ①+② 39,465,

B-1 の 部

1 流動負債

未払金

未払法人税等

未払消費税等

預り金

8,170,193

219,400

291,000

1,441,648

③ 10,122,

2 固定負債

固定負債合計 ・・・④
債 合 計 10,122,

【B-2】 正 味 財 産 の 都

正 味 財 産 合 計

27,906,978

1,436,415

29,343,393

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 39,465,634



令和2年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

‖PO法人アク ト練目たすけあいワーカーズエプロ

重要な会計方針

計算書類の作成は、PO法人会計基準 (2010年7月 20日 、2011年 11月 20日 一部改正 N"法人会計基準協議会)に よつています
`

固定資産の減●償却の方法

有形固定資産は、定串法で償却 しています。

なお、取得●格が10万以上20万未満の資産については法人税法の規定に基づき
長期前払費用は、定額法で償却しています。

3年間で均等償却しています。

消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込処理によつています。

2. 事業別楓苺の状況

使途等が鵬詢された寄附金等の内訳

使途等が開詢されたキ腑金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は29,“ 3,393円ですが、使途が特定されたものはありません。

4.  固定書産の増減内訳

役員及びその近颯者

役員及びその近機者

との取引の内容

との取引は以下の通りです。
(単位 :円 )

科 目
計算書類に針上
された金額

内、役員との取
引

支配法人との取

(活動計算書 )

贄助会員受取会,
受取書付奎

消耗贔,(注 )
機目保守管理,(=)
活動計

"●
計

(貸借対照表)

什器備品

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状餞並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

事業費と管理■の接分方法

複数事業の共通費の技分方法については、地代家賃は面積接分、消耗呂,、 水道光熱費等は従事割合によつています

その他の事業に係る贅産の状況

その他の事葉は行つておりません。

科 目 “

●および介助・
ra等 自立援助に
暉る0彙、保書に
暉る事栞

介●保晨法に■づ

く働同介●●彙、
介●予防 。日常生

活支崚綸合事■ .
焙崚宙●型サービ
ス事彙、居宅介●
支崚事業

暉害者t合支授法
に
=づ
く障害●■

ナービス●彙、●
ビ相餞支援事彙、
嗜摯生活支螢事彙
|こおける0● 支崚

凛所サービスに係
る0■ "奮

時のこ薔支優
,こ饉る0■

亀綸福社に関する

市民の啓発と人材
彙咸を回る●彙

キ付された働二●

●彙

事業部門計 管理部門 合計

: 経常収益
l 受取会費
2. 受取キ附全
3 受取助成金等
4. 事業収菫
5 その他収益
経常収益計
口 経常費用

`1)人件費
綸科手当

賞与

役員報酬

法定福利費

福利厚生費

人件費計
(2)その他経費
全材料,
コミ活謝金

需金

印刷■

会議費

旅費交通費

車輌費

広告宣伝,
通信費

消耗品費

修繕費

機器保守警理費

水道光熱,
地代家賃

リース料

減薔償却費

保険科

緒会,
租税公凛

教育研修費

支払手数料

寄付金

渉外費

雑費

その他経費計

経常費用針

当期に受けた交付金●670,0∞ 円を全饉介饉保険事棄の経費として使用 しました。

当月に受けた交付金524.∞0円 を全麟障害福社サービス事■の饉,と して債用 しました。

当

"に
受けた綸付金?04.∞0円を全●介●保険事業の人絆

'と

して費用しました。

当

"に
受けた●助奎3∞.Oml円を全錮介饉保朦事■のこ■として使用しました。

当

"に
受けた交付補助全2.298.0((円 を相晨1,■ひろば事桑のこ

'と

して使用しました。

当月に受けた交付補助奎1.500.000円 を全

“

自費サービス事栞のこ,と して使用しました。

当月に受けた女付補助金107.∝Ю円を全のほぅとサロン事業の経費として贅用しました。

ルス●彙症

ン事秦檜助全

建吻付属設備

什暑備品



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和 2年度 財産目録
事 業 報 告 用

‖m法人アクト練罵たすけあいワーカーズエプロン

日 金  額 ′1ヽ   日十 計

【′

現金預金

手許現金

みずほ銀行大泉支店普通預金

みずほ銀行石神井支店普通預金

ゆうちょ銀行通常預金

ゆうちょ銀行振替口座

JA東京あおば普通預金
未収金
国保連
練馬区
利用者
前払費用
石神井事務所火災保険
関町火災保険
介護ソフト利用料
立替金
立替交通費
仮払金

デイサービス・ コミュニティ活動事業費

300,553

7,492,991

5,043,350

1,808,984

178,553

18,555

16,163,977

1,707,448

1,229,234

22,656

23,000

30,360

3,820

233,896

34.257.377

2

(1)有形固定責産
建物付属設備

デイルーム改装工事 。看板等
什器備品
パソコン11台
エアコン1台

708,925

860,702

200,632

(2)無影固定資産
電話加入権
石神井。関町 144,600

く3)投資その他の資産
出資金
コミュニティパワーバンク

保証金
石神井事務所保証金
エプロン関町保証金
長期前払費用
石神井事務所更新料・火災保険料

150,000

1,850,000

800,000

493,398

5.208.257

【A】 資 産 合 計 ①+② 39,465,634

【〔 の

瀾
ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
・ｌ
ｌ
ｌ
‥
―
―
―
Ｉ
Ｌ
動

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
流

未払金
3月 分人件費
消耗品・支払手数料等
未払法人税等
未払消費税等
預り金
社会保険料預り金
源泉所得税預り金
住民税預り金
その他

7,443,719

726,474

219,400

291,000

1,055,025

261,246
111,900
13.477

10,122,241

2

固

ｒ
ｉ
ｌ
Ｌ
宇

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 10,122,241

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 20,343,393

1】 E Fの 部

11lF'日

「
層合計  ・・・ (1)
F]′fiヨ

I11111

1僣合 計  ・ ・ ・ ③
¬Fヨ ー111



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

N間法人アクト練馬たすけあいワーカーズエプロン

1 確認事項 (法第20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

(ョン。監事
イトウヒロエ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日伊藤 裕重

０
４

′
~ヽ

地3事 。監事
カトウチカコ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日加藤 千賀子

う
０ (夢:・ 監事

ショウジトモコ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年 月

月

日

日年東海林 智子

“
４ C業・監事

サ トウミユキ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年

年

月

月

日

日佐藤 美由紀

Ｅ
０

′
~ヽ

Ч要い監事
サカキバラキョウコ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日榊原 香子

′
０ cテ

:・ 監事
ミヤカワヒロコ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年  月  日宮川 比呂子

7 Cン・監事
イガリヒデノリ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年  月  日

年:  月   日猪狩 英則

8
′…ヽ

建メ・監事

ヨシムラトモアキ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

年 月

月

日

日年吉村 朋晃

9 理事・G
タカライシゲオ 令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日

令和 2年 4月 1日

令和 3年 3月 31日宝井 繁夫

10 理事 。監事

年  月  日

年  月  日

年 月

月

日

日年



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

NPO法人アクL」目五た立」」LttLIZニゴL=二茎二2堕L≧

氏   名 住 所 又 は 居 所

樋口 久美子

2 安藤 芙美子

3 鈴木 敏子

4 安田 幸恵

5 下田 均

6 松本 佳子

7 福田 伸子

日 宮崎 亜美

9 内海 麗

10 前川 未来

11 林 比佐子

12 澤木 公紀


